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【手続補正書】
【提出日】平成21年7月13日(2009.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の一般式（Ｉ）によって示され、
　

　 
　式中、ＲはＣ１－１１アルキル基であり、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５は、独立して
、ＯＨまたはＨであり、少なくとも１つはＯＨであるが、サリチル酸塩は排除される、ヒ
ドロキシ安息香酸エステルおよびその類似体からなるウイルス感染の予防および治療用の
医薬品中間体。
【請求項２】
　前記ウイルス感染が、ヒトおよび動物におけるＨＢＶ、ＨＰＶまたはＨＳＶ感染である
ことを特徴とする請求項１記載のウイルス感染の予防および治療用の医薬品中間体。
【請求項３】
　前記ウイルス感染が、Ｂ型肝炎、尖圭コンジローマ、単純ヘルペス、膣炎、子宮頸管炎
および子宮頸部びらんであることを特徴とする請求項１又は２記載のウイルス感染の予防
および治療用の医薬品中間体。
【請求項４】
　前記ウイルス感染の予防および治療のための薬剤が子宮脛癌の治療に使用されるもので
あることを特徴とする請求項１又は２記載のウイルス感染の予防および治療用の医薬品中
間体。
【請求項５】
　前記ＲはＣ１－8アルキル基であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載
のウイルス感染の予防および治療用の医薬品中間体。
【請求項６】
　前記ＲはＣ１－３アルキル基であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載
のウイルス感染の予防および治療用の医薬品中間体。
【請求項７】
　前記、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５の少なくとも二つがＯＨであること特徴とする請
求項１乃至６のいずれかに記載のウイルス感染の予防および治療用の医薬品中間体。
【請求項８】
　前記、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５の少なくとも三つがＯＨであること特徴とする請
求項１乃至７いずれかに記載のウイルス感染の予防および治療用の医薬品中間体。
【請求項９】
　前記ヒドロキシ安息香酸エステルおよびその類似体が、４－ヒドロキシ安息香酸エステ
ル、２，４－ジヒドロキシ安息香酸エステル、３，４－ジヒドロキシ安息香酸エステル、
２，３，４－トリヒドロキシ安息香酸エステル、３，４，５－トリヒドロキシ安息香酸エ
ステルまたは３，４，６－トリヒドロキシ安息香酸エステルからなるグループから選択さ
れるものであることを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載のウイルス感染の予防
および治療用の医薬品中間体。
【請求項１０】
　前記ヒドロキシ安息香酸エステルおよびその類似体が、２，３，４－トリヒドロキシ安
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息香酸エステル、３，４，５－トリヒドロキシ安息香酸エステルまたは３，４，６－トリ
ヒドロキシ安息香酸エステルからなるグループから選択されるものであることを特徴とす
る請求項１乃至９のいずれかに記載のウイルス感染の予防および治療用の医薬品中間体。
【請求項１１】
　前記ヒドロキシ安息香酸エステルおよびその類似体が、３，４，５－トリヒドロキシ安
息香酸エステルであることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれかに記載のウイルス感
染の予防および治療用の医薬品中間体。
【請求項１２】
　前記化合物および／またはかかる化合物を有効成分として含む組成物は、注射または経
口製剤のための種々のアジュバントとともに、粉末、溶液、錠剤、カプセル剤、顆粒剤、
液体に調整され、あるいは、皮膚粘膜製剤のための種々のアジュバントとともに、軟膏、
ゲル、洗液、錠剤、坐剤、ペッサリー、スプレーまたは他の薬学的に許容され得る調製物
に調製されているものであることを特徴とする請求項１乃至１１のいずれかに記載のウイ
ルス感染の予防および治療用の医薬品中間体からなる調製物。
【請求項１３】
　前記化合物および／またはかかる化合物を有効成分として含む組成物が、パーソナルケ
ア製品として使用されるものであり、かかるパーソナルケア製品がハンドソープ、手の滅
菌用ローション、ボディクレンザー、ボディクレンジングゲル、ボディウォッシングソー
プ、パーソナルケアティッシュ、ティッシュペーパー、点鼻薬またはこれらの組み合わせ
であることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれかに記載のウイルス感染の予防および
治療用の医薬品中間体からなるパーソナルケア製品。
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